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所
 

五
 の

五
所
川
原
に
つ
い
て
書
い
て
い
た
。
 
一
敦
育
民生
部
会
、
産
業
経
済
部
会
と
し
“
た
o
六
月
二
十
九
日
栄
村
義
会
は
、
合
併
至
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
消
豊
ら
ま
せ
つ
つ
新
市
建
設
の
力
強
●
一
歩
を

辰
詰

そ
の
仙
を
合
併
，
仮
詰
地
帯
を
公
各
町
村
助
役
及
び
書
記

一
名
づ
つ
を
も
っ
に
件
ら
諸
議
案
を
提
案
審
浅
し
南
場
一
致
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
五
所
川
原
町
落
み
山
そ
ら
と
し
て
い
る
五
所
川
原
市
の
 

肌
不
に
t
井
 
ら
育
澗
樹
カ
に
 
果
芽
ー
ダl
丘
に

r
音
れ
杯
と

t
て
斜
洛
音
塗
 
議
会
に
提
案
さ
れ
る
段
階
に
ま
で
到
蓮
し
こ
こ
に
『
五
所
潤
涼
市
』
か
議
生
す
る
に
一
今や
一
大
理
想
郷
の
実
現
の
夢
に
胸
ふ
く

昭
和
の
初
期
、
弘
前
新
聞
か
に
、
特
来
一
委
負会
の
内
部
機
構
と
し
で
総
務
部
会
「
議
会
に
提
案
さ
れ
る
段
階
に
ま
で
勤
掛
し
こ
こ
に
『
五
所
川
原
市
』
が
誕
生
す
る
に
一
今や
一
大
理
想
郷
の
実
現
の
夢
に
胸
ふ
く
 

「
は

R
 匠
冒
マ
ーE
者
1
は
に
令

r奮
司
一
長橋
村
、
三
好
村
等
も
浦
場
一
致
議
決
し
一
 

、
 

の
講
想
が
具
休
化
し
，
事
務
局
に
お
い
て
ーた
o
然
し
最
初
か
ら
予
想
し
て
い
た
阪
詰
 
へ

も
新
市
建
設
計
番
案
を
作
成
し
，
合
併
協
一村
及
び
松
島
村
は
・
時
期
尚
早
で
あ
る
と
ー
 ン

て
事
業
局
を
組
織
し
，
合
併
の
た
め
の
各

を
も
つ
て
義
央
し
た
の
を
始
め
と
し
、
七
ど
，
農
業
生
産
を
主
体
と
す
る
隣
接
村
と
一前

培
に
幸
多
か
れ
と
研
ら
ざ
る
を
得
な
い

種
資
料
の
蒐
集
及
び
槍
討
を
始
め
た
わ
け
一月
二
日
中
川
村
、
七
月
三
日
五
所
川
原
町
】
 

競
難
穣
詔
蒜
競
霊
癖
嘱
響
編
舞
醸
費
議
離
 
＼
 
登
録
証

瞬
菩

の
 

も
新
市
建
設
計
番
案
を
作
成
し
，
合
併
協
一村
及
び
医
島
討
は
・
寺
切
笥
早
で
あ
る
と
一
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郵
に
岩
本
旧
に
喬
を
曾
没
し
、
珂
駄
騒
部
て
罫
義
”
司士
混
載
し
、
ヘ
コ
井
つ
た

b
つ
与
ど
・
フ
ーー
島
ミ
ー
ニ
フ
ニ
ムコ
…
 
ノ
、
コ
い
一
・長
首

k
蓋
と
ヒ
よ
E
rる
舞
妾
寸
と
ーむ

り
二
己一
《
、
し
二
斤
？
ぐ一
5
‘
ピg
上
、
 

定
書
及
び
五
所
川
原
市
建
設
計
画
案
を
，
一
て
強力
な
促
進
の
手
段
を
執
っ
た
。
 八
月
云
わ
れ
で
松
の
回
数
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
 

六
月
二
十
四
日
招
集
さ
れ
た
合
併
促
進
協
一十
一
日
開
催
「
ぐれ
た
松
島
村
議
会
は
，
村
七
十
年
前
に
成
立
し
た
各
町
村
の
行
政
区
 

譲
会
に
提
案
さ
れ
．
種

A論
議
の
末
、
原
一民
注
硯
の
裡
に
探
決
が
執
ら
れ
、
多
数
を
画
，
住
み
馴
れ
た
部
落
，
馴
染
み
深
い
町
 

北
津
軽
郡
玉
所
川
原
町

発
行
所
 
玉
所
川
原
町

役
場
 

案
を
了
承
し
た
の
で
、
直
ち
に
各
関
係
村
一
もつ
て
雁
史
的
合
併
の
議
決
声
済
わ
れ
，
村
名
、
そ
れ
ら
を
過
去
の
歴
史
に
と
ど
め
 

陸
奥
印
刷
株
式
会
融
 
一
一
一
掛
如
 

、
馴

二
十
九
年
度
町
歳
人
歳
町
通
加
・
 

町
家
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川

一
一
 

ま
す
。
 
細
部

に
つ

い
て

は
後

日
御
知
ら

せ
致
し

ま
す
 
一

折
、
敬
乱
す
る
ゴ
さ
し
極
力
整
理
電
せ
て
五
 
小
 
鶴
田
小
 
助
激論
 
小
野
む
み
 

ま
す
。
 細
部

に
つ
い
て
は
後
日
御
知
ら

せ
致
し
 

一
，
玉
所
川
原
町
職
員
定
数
改
正
峰
例
の
 
可
決
 
一
 
方

終
察
五
所
川
原
地
区
警
察
署
道
場
 
」
 

秋
季

管
潔
法
険

査

は
十

月
中
旬
に
行

ふ
予
定

で
あ

り
 
）
使
用
し

て
で
き
る
だ
け
数
量
を
多
く
迦
搬
丘
 
ト
 
勺
見

1
1
 
敦
 
論
 
ト
呼
令
子
 

秋
季
清
潔
法
検
査
は

十
月
中
旬
に
行
ふ
予
定
で
 

一
、務
川
原
町公
常
住宅
建
殻）
響二
鶏
講
縫
鷲
纏
線
道
費
二
難
穣
縄
馴
別
会
計
懸地
一
 
情
潔
法
槍
査
に
つ
 
い
て
 

一
」い
総
繕議
麟
験
銃
驚
新
任
校
旧
任
校
（
唯
喝

名
 

清

潔
法
槍

査

に
つ
 
い
て
 

切
替
申

請
に
つ
い
て
 

昭
和
二
十
七
年
に
登
録
証
一
らず
屈
出
し
た
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
‘
 

讐
騒
離
『
註
轟
雄
」
鷲
鵬
醜
難
醗
な

巽
麟
離
与
緩
 
合
併
町
村
地
区
 

登
録
証

明
善
の
 

（
八月
末
日
現
在
）
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班
案
と
と
も
に
五
月
二
十
九
日
開
催
の
ーか
・
も
つ
と
討
民
に
対
す
る
菩
蒙
宣
尋
の
一
 
一●I
 

』
醸
騒
喫
い
綴
雛
融
獲
離
難
裂
爵
」
籍
鐸
証
プ
 

層
馴
》
可
町
に
驚
覧
み
り
那
」
「
に相
鬼
カ
ー
ま
で順
調
に
進
ん
で
来
た
こ
の
地
区
合
健
 

（ノ
ー
 

Hい
川
川J
一
一1
α「
費
】く
 

ー
に
］
り
の
年
一“を
麗
一
すこ
と
と
な
つ
た
D
一
 
ー
 

誤
灘
灘
舞
（
灘
難

難

緋
難
難
響

一
人
 

‘
でー
カ
ロ血
「エ
1
 2
こ
十
z
'f’
？
と
‘
霜
に
諦
ひ
ま
て
淫
ら
な
力
て
た
町
は
 
弓
一
 
、
《
 

原
則
的
事
項
の
協
定
及
び
新
市
の
構
想
が
ーま
で
順
調
に
進
ん
で
来
た
こ
の
地
区
合
併
一
 
 
r
ノ
 

川諮
舞
藍
い

瀬村
李
長富
一」
鎗
護
脇
麗
離
紗
発
一
r
い

観
難
鶏
議
辞
い
緋
籍
勉
騒
鵬
鷺
齢
難
籍
器
隷
晦
ー
 

一
穫
一
「
灘
舞
、
ゴ
 
招洋
鎌
「

l
て
缶
一
冊
鮎
輔
の競
凱
瀞
宮
、慶
田
一
」
鋳
蹴
臓熱
詳
畿
鷲
 

一
【
磐
一
豊
画
藩
携
手
続
き一
 沿
革
大

要
 

一
 

亘
り
論
議
さ
れ
た
が
、
支
那
事
変
が
始
ま

る
と
と
も
K忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。
 

昨
年
九
月
‘
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行

さ
れ
．
現
在
ま
で
合
併
の
た
め
種
々
障
害

と
な
つ
た
事
項
を
．
法
律
に
よ
つ
て
特
例

を
設
玖
政
府
に

お
い
て
も
積
極
的
に
合
 

一
「験
職
雛
器
緊
駐
蘇
鷲
締
賑
翫
」
誘
報
翻
聾

覇
馴
鍵
舗
、
魂
静
難
響
媛
紅
締
警
麗
欝
譲
頃
 

』
の可
能
性
に
つ
い
て
話
合
が
進
め
ら
れ
，
 し
、
後
日
吸
攻
合
併
の
際
考
慮
す
る
こ
と
 

一
玉所
川
原
市
誕
生
の
た
め
の
ス
タ
1
ト
が
と
な
つ
た
。
 こ
の
よ
う
に
し
て
調
査
研
究
 

合
併
を
調
査
研
究
す
る
機
関
の
設
置
を
討
合
俳
促
進
法
に
基
づ
く
協
議
会
に
切
換
を

隣
し
た
の
で
あ
る
が
、
浦
場

一
致
そ
の
必
す
る
村
議
会
が
招
集
さ
れ
、
六
月
十
三
日
 
 

一し
合
併
促
進
の
た
‘め
講
演
会
を
開
騰
し
、
 

一
合
併
の必
婁
性
を
強
調
し
，
山
席
者
に
多
「
 

一
大
の感
銘
を
奥
い
る
と
共
に
認
識
を
新
た

に
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
 さ
き
に
開
催
さ

れ
た
議
会
に
お
い
て
議
決
す
る
に
至
ら
な

か
つ
た
松
島
村
及
び
飯
詰
村
は
七
月
八
日

飢
詰
村
が
多
数
を
も
つ
て
合
併
を
決
議
し

甘
併
関
係
町
村
巾
，
松
島
村
を
残
す
の
み

に
て
議
決
を
終
了
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
 

の
熱
情
を
訴
い
ら
れ
た
が
，
五
所
川
原
市
一し
合
併
促
進
の
た
．め
講
演
会
を
開
催
し
、
「

m”
む
（
 

を
急
速
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
委
員
会
と
【合
併
の
必
婁
性
を
強
調
し
，
山
席
者
に
多
」
 
，.1ト
，

『
 

れ
媛
紅
難
警
麗
欝
」
護霧
揺
鐘
裟
喉
議
磯
鵬
”
外
一
 

し
、
後
日
吸
牧
合
併
の
際
考
慮
す
る
こ
と
し
と
番
‘
、
円
こ

6
、
て
番
そ
r
5
こ
百

γと
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ノ

ー
 

電
話
加
入

者
の
皆
様
へ
 

消
 
防
 
署
 

電
話
で
火
災
通
報
を
な
さ

る
場
合
は
左
の
要
項

を
心
得
て
い
た
だ
き
ま
す
 

ロ
電
話
交
換
が
出
た
な
ら
「
火

事

で
ず

」
と

こ
れ
だ
け
で
交
換
局
が
直
ち
に
消
防
署
へ
つ
な

い
で
く
れ
ま
す
。
 

ロ
消
防
署
が
出

た
ら
『
何
町
何
所
が
火
事
で
す
』
 

と
あ
わ
て
ず

明
瞭

に
告
げ
て
下
さ

い
。
 

口
電
話
番
号
で
消
防
署
を
呼
び
出
す
と
、
普
通

電
話
と
し
て
つ
な
ぎ
、

火
災

の
場
合
で
あ
れ

ぱ

一
般
通
話
を
中
止
し
ま
す
。
 

ロ
消
防
隊
の
出
動
遅
速

は
通
報
の
遅
速
が

起
因

す
る
 

ロ
望
楼

か
ら
発
見
す
る
火

事
は
相
当
援
大
し
て
 

い
る
場
合
が
多
い
。

『
即
時
通
報
』
を
忘
れ
ず

ふ
だ
ん
皆
様
に

心
掛
け
て
い
た
だ

き
ま
す
 

一
 

の
合
俳
に
よ
つ
て
こ
こ
に
田
園
都
市
『
五

所
川
原
市
』
が
十
月
一
日
を
期
し
て
発
足

す
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
 

昨
年
十
ニ
月
八
日
合
俳
に
関
す
る
第
一

回
の
会
合
を
し
て
以
来
十
カ
月
、
こ
の
間

の
会
議
の
開
催
回
数
五
十
数
回
，
こ
の
外

各
関
係
町
村
の
会
議
を
合
算
す
る
な
ら
ば

一
日
と
て
会
議
の
開
か
れ
ぬ
日
が
な
い
と
 

五
所
川
原
市
誕

生
ま

で
 

園
に
岩
木
川
に
橋
を
増
設
し
、
西
津
軽
郡

に
市
街
地
を
の
ば
す
な
ら
弘
前
市
に
劣
ら

ぬ
都
市
に
な
ろ
う
云
々
』
と
、
 こ
れ
が
五

一
所川
原
地
区
の
合
併
問
題
が
文
宇
に
あ
ら
 

ー
われ
た
最
初
で
あ
ろ
う
，
そ
の
後
栄
村
，
 

「中
川
村
，
松
島
等
の
ムロ
併
間
随
が
数回
に
 

併
 

一
五
 

一
五
 

を
撫
地
す
る
方
針
を
明
示
し
た
の
で
、
 

一
氏
 

入
ロ
 

一
切
られ
た
の
で
あ
る
。
 

委
員
会
の
結
論
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
，
 

一
 以
後
講
会
議
長
等
と
も
相
諮
り
，
町
村
村
民
に
対
す
る
啓
蒙
運
動
を
行
ら
一
方
．
 

一

臨
時
町
議
会
 

i
言
‘
．
 一菱
乃
月
二
十
一
日
 

一
 
画
富
業
費
蔵
人
歳
出
迫
加
更
正
予
算

案
 
件
 
一
 
の

件
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決
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、
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1
1
“
 シ
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乞
叫z
2
ん
v
 で
史
J二
と

c
 

塗
態
／
コ

v
イ
肥」
i
c
 

町
 
議

会
事

務

局
ー
 

覇
船
鼻
訳
凹
 
一
二鶏
舞
粋

騰
纏
謀

縛
 

件
 

印編発 
刷集行 
所人乗 

電
話
（
二
八番一
一
一
一
一
総
）
 

庶
務
課
 

鷹

報

係
 

一
要
を認
め
，
 二
月
九
日
合
併
関
係
町
村
か
三
好
村
を
最
後
に
協
議
会
の
規
約
及
び
委
 
松
島
村
は
再
度
招
築
さ
れ
た
村
義
会
に
 

た
な
い
も
の
は
不
要
 

△
延
賓
四
年
、
五
所
川
原
新
田
十
五
ケ
村
新
載
を
五
所
川
原
に
設
く
。
 

」
ら委
員
六
名
づ
つ
計
四
十
二
名
を
も
つ
て
員
の
選
任
を
浦
場
一
致
で
も
つ
て
議
決
し
お
い
て
も
議
決
す
る
主
で
に
至
ら
ず
、
い
 
が

成
就
し
た
の
で
新
に
五
所
川
原
遺
を
設

△
明
治
四
年
，
腎
森
懸
出
張
所
を
五
所
川
九
月
一
日
付

一
五
所川
原
町
外
六
カ
村
合
併
調
査
研
究
委
た
の
で
あ
る
。
 

た
づ
ら
に
日
時
は
経
過
し
て
行
っ
た
・
こ
 
」
十
」
 
己
、
、
 家

去
 
餌
家
 
け
御

代
官
所
を
五
所
川
原
に
創
設
し
た
。
一
原
に設
く
。
合
併
町
村
は
其
の
管
轄
で
あ
 

雇
 
工
 
鷹

員
A
が
結
成
，
具
休
的
に
調
査
研
究
が
進
一
 
そこ
で
‘
さ
き
に
調
査
研
究
委
員
会
に

の
聞
、
村
民
に
対
す
る
啓
豪
運
動
に
努
め
一
 
《年
・
」
E
〈
 
マ
（
生
 
血
タ
宙
ン
 

へ
貞
享
二
年
．
ド
ノ
切
遺
の
一
部
及
び
五
づ
た
。
全
六
年
五
大
区
区
鴫
所
、
臣
七
年
 
事
務
更

a
に
忙
命
す
る

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
 

一
おい
て
，
一
懸
成
案
を
得
て
い
る
合
併
協
一
促
進協
議
会
に
お
い
て
も
松
島
村
に
対
し
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方
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民
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録
を
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れ
て
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ま
す
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所
川
原
遺
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貢
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収
納
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五
所
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司
魂
覇
脚
m
伽
和
組
）
と
し
 
署
共
の
仙
省
略
 
‘

I
ら
ニ湖
伽
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t又
《
・
 

置
繊
手
を
命
ず
る
 

“
子

ー
 
・
ー
“
 

…
ー
ー
師
ま
・
」
 
ど
を葛
．
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務
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詞
騒
可
る
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掛
決
算
認
定
の
件

‘
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可
決

一こ
の
や
ら
な
場
合
に
は
十
四
日
以
内
に
必
年
中
通
リ
ル
ケ
和
膚
就
之
を
俵
元
蓄
と
 
コ
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、

α
選

棚
に
 

明
郵
玉
所
ル
原
病
院
動
務
を
命
ず
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一
臨
娠
襲
鰻
階
嘉
讐
当
町

内
で住
所
を
変更
し鷲
」
『”
麟繊
繊
媛

熟
麟
か

に関係
少ない
官
公
』
籍
約
」
一
 

】
、
昭
和
二
十
八
年
度
町
特
別
会
計
水
道

】
・
辰
暑
国

へ
当
町勾
で
主
折
を
変
更
し
費
田
組
と
し
御
代
官
役
所
は
五
所
川
原
に
王
可
“
‘
に
諮
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甘
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務
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豊
一
無
陰
濃
「
「
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簿
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に関係
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十

‘
十
ー
一
引
仁御
胡
御
肥
蜜録
伽
へ
来
。下
さ
い
、川
原
に設
く
o
全
四
年
、遣
を
唆
し
て
領
臣
け
掃

m
嘩
准
濯
皿
注
辻
濠
酒
 
加
満

服
動
務
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命
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画
事
業
費
歳
入歳
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決算
認
定
の
一一
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剛
司
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い
H
当
町
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丙
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二
十
五
組
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り
藻
m
涌
瞬
噌
灘環
識
測
け
い
隆
什
ほ
津
監
 
ー
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一
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窮
倶
三
嘩
（
五
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ン
け
味
中
方
彫
遺
（
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に
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准
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回
叫
暗
山
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政
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中
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噴
田
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暁
冷
（
組叫
縛
を
 

又
は
名
刺
形
に
し
て
無
帽
で
正
面

一
町
六
ケ
村
は
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当
時
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ノ
切
遺
の
管
層
笠
柳
に
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飯
詰
組
、
俵
元
新
田
の
義
倉
 

・
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上
牛
身
の
も
の
で
六
カ
月
以
内
に
轄
で
共
の
御
代
官
役
所
は
仮
詰
村
に
設
け
ーを
松
野
木
原
子
に
設
く
。
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富
し
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の
）
但
し
十
四
才
に
浦
ら
れ
た
。
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八
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搬
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又
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又
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町
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昭
和
二
十
七
年
四
月
を
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し
て
五
所
川
原

一町
報
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刊
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れ
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の
臓
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し
て
み
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ら
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し
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畠
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し
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日
の
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行
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。
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さ
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・
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れ
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の
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を
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